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なぜ、事前に疾患を調べるのか？

症例報告を作成するにあたって

その疾患は本来どのような経過をたどるのか？

標準的な治療をおこなうと、どのような経過になるのか？

今回の症例は、一般的な経過と比べてどうだったのか？

鍼灸治療はどんな影響を及ぼしたのか？

「鍼灸をしたら改善した」だけでは、症例報告として評価しにくい！

鍼灸をしなくても治ってたのでは？鍼灸にはどんな効果があったのか？



まず確認する3つのこと

① 疾患の概念：どんな疾患なのか／病態・症状・診断

② 予後・自然経過：どのように改善・悪化するのか／期間・再発・慢性化

③ 転帰：最終的にどうなるのか／症状・機能・画像などの変化



ガイドラインやMSDマニュアル、メディカルオンラインなどを活用
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腰椎椎間板ヘルニアを例に

ｘ月ｙ日 腰痛と下肢のしびれを発症

ｘ月ｙ日＋１日 近医受診し“第4-5腰椎椎間板ヘルニア”の診断を受け、鎮痛薬を処方される

ｘ月ｙ日＋14日 鎮痛薬で疼痛軽減したが、前屈や座位で痛むので鍼灸院に来院

ｘ月ｙ日＋35日 日常生活に支障のない程度に回復したため、患者希望により治療終了

鍼灸治療により腰椎椎間板ヘルニアによる症状が改善された！！ ←ちょっと待って！



調べてみると、、、

MSDマニュアルプロフェッショナル版より引用



わかったことは~MSDマニュアルプロフェッショナル版より引用～

疾患概念：腰椎椎間板ヘルニアは，椎間板の髄核が周囲の線維輪の亀裂を介して

               脱出する病態である。椎間板内の感覚神経の炎症のため亀裂により

疼痛が生じるほか，椎間板が隣接する神経根を侵害することで，

その神経根の分布域において錯感覚と、ときに筋力低下を伴った

分節性の神経根障害が生じる。



予後：初期は保存的治療（NSAID等）、神経脱落症状が進行性または重度の

場合は侵襲的処置（ときに手術を含む）を検討

背部痛（原因を問わない）のある患者の最大85％が手術なしで6週間以内

         に回復する。

転帰：椎間板ヘルニアは乾燥し，6～9カ月以内に再吸収されるため，

症状は治療に関係なく緩和する傾向がある。

わかったことは（２）～MSDマニュアルプロフェッショナル版より引用～



考えておきたいこと

☞一般的な経過や予後、転帰とは何が異なるか？

☞鍼灸治療にはどんな意義があっただろうか？

☞「鍼灸治療で改善した」と言い切っていいのだろうか？

この症例報告にはどんな意義が？



疾患を理解する

↓

一般的な自然経過・予後を知る

↓

標準的治療・転帰を知る

↓

自分の症例と比較する

↓

「この症例は何が特徴的なのか？」を考える

まとめ：スライドを作る前に、まずは文献検索を！



CareNet Academiaより引用

原著論文：Ni D et al. Efficacy and Safety of Acupuncture and Acupuncture-Combined Therapies in the Treatment of 
Sciatica Caused by Lumbar Disc Herniation: A Network Meta-Analysis. J Pain Res. 2025 Sep 16;18:4809-4832. 

余談ですが
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